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おととい、２５日、ようやく下関でも桜の開花が発表されました。長く寒い冬が過ぎ、い

よいよ春が来たという思いがありますが、人間の現実はなかなか、心の底から喜べる

状態ではありません。四旬節も後半になり、復活祭も近づいています。そんな時期、

今日のみ言葉はわたしたちに何を語っているのでしょうか。 

 福音は、ルカだけが伝える有名な「放蕩息子」のたとえです。もともと、そのような見

出しはついていませんでしたが、いつからか、そう呼ばれるようになっています。それ

でも、聖書によっては、その前に記されている「見失った羊」や、「無くした銀貨」のたと

えに合わせて、「失われた息子」のたとえと記しているものもあります。いずれにしても、

話の中心が、罪を犯した人間よりも、悔い改めて戻ってくるものをゆるし、受け入れる

愛に溢れる神にあることを忘れてはなりません。 

 たとえは、「ある人に息子が二人いた」と始まります。兄弟の話です。聖書には、『創

世記』のはじめから兄弟の話がたくさんあります。今と違って兄弟が多かったこともあ

るでしょうが、そもそも、神は人間を一人だけでなく、複数の人間を造られたことが根

本にあります。カインとアベル、ヤコブとエサウ、そして、ヤコブの１２人の息子たち。

そうした、広い意味での兄弟の中に生を受けるのが人間です。 

たとえ一人っ子であっても、必ず、人生の中で、友人、遊び仲間等、兄弟姉妹のような

関係にある人と出会い、かかわりを持つことは避けられません。兄弟であれば、当然、

そこに違いがあり、上下関係・力関係が生じます。文字通りの力、運動能力、知的能

力、人間関係上の能力、あるいは、見た目の良さ等。そこから、往々にして、妬み、恨

み、憎しみ、コンプレックス、恐れ、怒りなどの感情が生まれます。それが高じて、喧

嘩、争い、抗争に発展することもまれではありません。聖書の中には、そんな話が山

ほどあることはご存じの通りです。 

 さて、たとえは続きます、弟のほうが「お父さん、わたしがいただくことになっている

財産の分け前をください」と。弟は、普通ならしない遺産の相続を先取りし、旅に出ま

す。なぜ旅に出たのでしょうか。ただ、父親から独立したかったのでしょうか。自分とは、

いろいろな面で違う、いつも引け目を感じている兄から離れようとしていたのかもしれ

ません。自分より父親に愛され、多くのものを父親から譲り受けていると思い込んで

いる、兄の陰から姿を消そうと思っていたのかもしれません。 

 その結果どうなったか、詳しく説明する必要はないでしょう。人間が父である神から

離れて行く背景には、そうした兄弟の関係、人間同士の関係が絡んでいることは否め

ません。「放蕩」という言葉でくくられている弟の生き方には、兄のようにはなりたくな

い、自分は兄とは違う、そうした弟なりの自分探し、ありのままの自分でありたいとい



う切なる願望があったのかもしれません。しかし、その行き着いた先は、予想とはまる

で違うものでした。「豚の食べるいなご豆」さえ分けてもらえず、味わったみじめさと孤

独、そして屈辱の極みでした。兄のいるあの父の家には、何もかも揃っている、大勢

の雇人がおり、「有り余るほどのパンもある」。しかし、父を悲しませ、父の期待を裏切

った自分はもはや父の息子として受け入れてもらう資格はない。雇人の一人としても

らおう、そう思って父の家に向かいます。しかし、父は、「まだ遠く離れていたのに、息

子を見つけ、走り寄って首を抱き、接吻した」とあります。息子への叱責も、とがめだて

も、拒絶もありません。むしろ、そこにあったのは、破格の喜びと、歓迎、父のあふれ

る愛だけでした。 

 父のもとで、父の望みに従って、いわば「良い子」として生きてきた兄には、父の愛

が理解できません。兄の父に対する愛には、家を出た兄弟を受け入れる広がりがあ

りません。兄の口から出るのは、父に仕え、父に従ってきた自分を正当化する言葉だ

けです。兄もまた、父のあふれる愛を学ぶ余地があったのです。 

 人間は、神の前に、一人の例外もなく、自分を正当化し、他人を断罪する権利はあ

りません。できるのは、自分の小ささ、弱さ、みじめさを正直に認め、ありのままの自

分を神に披歴することです。そのとき、神は、すべての人を、どのような生き方をして

こようとも、受け入れ、喜び、祝うのです。 

 今、この世界には、大きな暗い雲がかかっています。いつ晴れるともしれない、厚い

雲です。「兄弟」と呼び合う人々の間で、生じた恐ろしい戦い、殺し合いが終結し、相

手を一方的に非難するのではなく、自らの正当性を強調するのでもなく、人間を超え

た大いなる存在の前に、各々が何者であるかを見極め、互いに和解を求めること。そ

うした恵みが一日も早く実現し、互いに抱く憎しみが解消され、相互に与えた傷が癒さ

れ、新しい兄弟としての関係を築くことが出来ますように、フランシスコ教皇の意向に

合わせて祈りましょう。(S.T.) 

 


